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やまちＨく　り返しません」と誓ったはずな

った－という痛切な思いがある。　では

その過ちとはなにか。
戦時中真剣に戦意高揚の国策宣伝の仕事をした「暮らしの手帳」の花森安

治は、長く黙して語らなかったが、28年たって「言い訳をさせてもらうな
ら、当時は何も知らなかった。だま
とは思わない。これからは絶対だま
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れた。しかしそんなことで免罪される
れない。だまされない人たちをふやし

ていく」と語った。「日本は不滅」という神国日本神話を信じ、大本営発表
に鼓舞されて、遂に破滅に至った私たち日本国民は、経済大国主義と原発安
全神話を信じて、現在の事態に立ち至っている。

過ちをく　り返さぬためには、根本からの徹底的な検証と、それまでとは全
く違う新しい筋道の構築が必要だったのに、戦犯が総理とも、リ、持つはずの
ない軍隊はますます強力となり、解体された財閥はより強大となって復活し
マスコミや学食、宗教界にも戦争協力への反省はあまりなかった。今なすべ

きは、原発問題を根本に戻ってきちんと検証すること。衆知を集めて今後の
新しい道筋を明確にたてること。ここで再び事態をうやむやのうちに収束し
「ガンバレ日本」キャンペーンの中に埋没させてしまってほならないと思う草

7月27日（水）～2 連軍縮
いろいろなイベントや集合などが行われ、市民参加がいままでで一番盛り

上がったこと、また菅谷市長が明確に脱原発を表明したことのこ点が、参合
着に大きく評価されたようです。私たち「岡谷九条の合」は「平和を考える
市民の広場」の構成団体として、下記二つのイベントに参加しました。

27日‾まつもとピースパレード　タ暮れ迫る松本のメインストリート

を、ピエロ達や打楽豊もまじリ、にぎやかに行進した。逢いほどに参加者が
ふえ、最終的には500人を越えたようである。岡谷勢は十数名が、旗やプラ
カードを持ち、行列の先頭を歩きました。（新聞記事別紙）

（診29日国際草の根軍縮会議ｌｎ松本　議論が白熱し盛り上がった。
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ｌ　参加者からの一言　　　酔っ払い運転手は、事故の責任を取らねばなり；

：ません0「7万人の福島の避難民に園舎は何をしているのだ」と児玉龍彦先；
：生が譲合で怒っていました〇二の事故の貴任者たちはどうしているのでしょ；ｌ

：うか。最近のメディアに不足しているのは「責任追求の態度」ではないで：

：しょうか。　　　　　　　　　塩原像　　　（諏奇市湖畔2）　　：
ｌ ｌ

ｌ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿■

阜月6日（原爆記念日）核兵器廃絶岡谷平和の集い
アオギリ二世公園で、例年通り爽やかな朝を迎えた。太鼓の小学生は小井

川′トしか都合がつかなかったが、大いに盛り上がった。（新聞記事別紙）

8月15日（終戦記念日）岡谷駅前街頭署名
例年通り、花火大金の人出をねらって署名をよびかけ、チラシを配った。
（チラシは同封）人通りが少なかったが、全部で185筆が集まった。署名
は例年の「憲法九条を守る県民過半数署名」「核兵器全面禁止のアピール」

のほか、本年は脱原発の2種類「脱原発実現」「原発からの撤退」を加えた。

署名活動に参加して　　　山崎秀剖　（諏奇市小和田）
一市民として「脱原灸」にむけて、できることはないか？と考えていたと

きに、岡谷九条の合が終戦記念日に街頭署名をすることを知り、はじめて街

頭署名活動に参加させていただきました。今年は人出がかなりすくないそう

ですが、1時間半ばかりの間に48人の方の署名をいただくことができまし

た。しかし、こちらの呼びかけに全く輿味を示さない若い人の多いことに、

びっくりもし、残念にも思いました。他の呼びかけ方法も考えるべきか？

9月9日（金）9嘩「九条に乾杯」イベント
一昨年好評だった二期合の羽山晃正・弘子夫妻のコンサートです。林淳子

と「いちいの木合唱団」にもご期待を。19：00一一パークホテル1．000円

9月19日（敬老の巳）1伽0万人アクション協賛抑噂
話を聞く章Ｌ　午後7時～　下諏訪総合文化センター　同時上映映画

「子どもを襲う放射能の不安」（30分）　参加費500円

◎　8月28日（日）映画上映「お菓子放浪軌　お菓子が紡ぐ希望の物語

諏訪市駅前市民各館　①10：30～　②13：30～　　入場料1，200円

◎　岡谷市議合は6月23日「福島第一原発の事故対策の強化、原子力政策の

転換、自然エネルギーの研究開発普及等に関する意見書」を全会一致で採

択しました0画期的なことです○新議会の良識が示されたといえましょうク


